ジューキくんがやってくる！？

こんにちは。ピースといいます。頼りなさそうに見えるけど実はしっかり者の憲九郎（本名：憲法九条）くんと一緒に戦争のない世界ををつくっていくのが夢です。でも今は「危険なヤツ」ユージ（本名：ユージ・ホーセー[有事法制]）くんが現れて憲九郎くんを葬り去ろうとするから、大変。ユージくんが早く姿を消してくれるように同じ気持ちの人たちと頑張っています。そんなある日、わが家にジューキくんという人がふらりと現れました。この人、ユージくんとタイプは全然違うのですが、何となく似ているような…
ジューキ：やあ、ピースちゃんだね。近くまできたものだからちょっと挨拶だけしていこうと思って...元気？ 

ピース：あなた誰？ 

ジューキ：あれ、知らないの？僕、ジューキだよ。

ピース：え？「銃器」くん？

ジューキ：いやだなあ、「住基」だよ。まあ、本名はジューキ・ネット...正式には「住民基本台帳ネットワークシステム」っていうんだけどね。約束の８月５日、もうすぐだね。ほんとに楽しみだなあ。

ピース：ちょ、ちょっと、それ、どういうこと？どこの誰かもわからないのにいきなり約束だなんて言われたって...

ジューキ：ほら、３年前に約束したじゃないか、2002年の夏にピースちゃんの町に参上して大いにお役にたちますって。

ピース：３年前？パパに聞いてみよう...ねえ、パパ、この人知ってる？３年前に何か約束したって言ってるんだけど。

パパ：いや...会ったおぼえはないが...きみ、誰だね？

ジューキ：ジューキです。ジューキ・ネット。まあ、僕のことを知ってる人は少ないと思うんですが、３年前にジジコーさんが国会で決めたんですよ、2002年８月から僕が仕事を始めるってね。

パパ：そ、そうなのか。ま、いいや。ほんとに私たちのために役に立ってくれるかもしれないんだし。ジューキ君、それで、君はどんな仕事をしてくれるんだい？

ジューキ：はい、ずばり、皆さんの１人１人にもれなく住民票コードをさしあげます！

ピース：「住民票コード」？

ジューキ：うん、まあ、11桁の番号のことなんだけどね。

パパ：11桁のばんごう？なんだ、それは！？私たちを牛と同じに扱うのか？

ジューキ：とんでもありませんよ。牛は10桁だけですけど、皆さんはひと桁多いじゃありませんか。

パパ：なにい？

ジューキ：そ、それからね、そのコードと名前・住所・性別・生年月日を全国規模のコンピューターネットワークにのせちゃうんだ。

ピース：ネットワーク？それ、どんな...？ 

ジューキ：まあ、簡単に言うと、その４つの個人情報が市区町村、都道府県、それから国の機関のあいだで手軽にやりとりできるってことさ。自分で言うのもなんだけど、僕、ネットワーク構築だけでも400億円はかかる期待の大型新人なのさ。 

ピース：うーん...ちょっと高すぎる気がするけど、ジューキ君、それで、私たちにとってどんないいことがあるの？ 

ジューキ：べイビー、よくぞ聞いてくれたぜ。まあ、これは希望する人だけなんだけどね、ジューキカードっていうのを１枚1000円で買ってもらうんだけど、これとコードさえあれば、ずばり、もう役所の窓口で長い時間待たされる必要がなくなるし、よそのまちで住民票をもらうこともできる！ 

パパ：私はべつに役所で待つのが苦になったこともないし、これから引っ越す予定もないんだが...ま、いいか。それから他にどんないい点があるんだい？ 

ジューキ：それからって...そんなものですけど。 

パパ：なにーっ？たかがそんな目的のために...よんひゃくおくえん...なにが大型新人だーっ！ 

ジューキ：まあ、そう興奮しないでくださいよ。僕、こう見えてもなかなか便利なんですから。いまのところ国が僕を利用できるのは93事務だけですけどね、うまくいけばそれがなんと250事務以上にふえます。つまり、ますます多くの分野においてハイテクを駆使して行政面での効率化や合理化が促進されるってことですよ。（注１） 

パパ：うーん、どうもピンとこんなあ。役所の人間は仕事がやりやすくなるかもしれんが、こっちにすれば今だってべつに... 

ピース：それに、私たちに関する情報が国や自治体のあいだをいったりきたりするってことでしょ。なんだか不安だなあ。 

ジューキ：あ、それからジューキカードですけどね、これも実にいろいろな可能性を秘めてるんですよ。まあ、使い道はそれぞれの自治体が自由に決めることなんですが、このカード１枚が、たとえば健康保険証、診察券、診療カルテ、運転免許証、図書館や体育館、レンタルビデオの利用者証、それからクレジットカードやキャッシュカード、会員証なんかとしても使えるんです。すごいでしょう。 

パパ：なるほど、それは便利でいいな。 

ピース：ちょっと待って、ジューキくん。ということは、下手をすると、私たちの家族構成とか病歴、体質、飲んでる薬、持ってる車、交通違反歴、どんな本を読んだか、どんなビデオを見たか、どこで何を買ったか、食べたか、なんて情報が他の人に知られてしまう可能性があるってことじゃないの？ 

ジューキ：も、もちろんセキュリティー対策はばっちりさ...でも、そんなに心配ならカードを買うことはないんだぜ。強制はしないさ。 

ピース：そうは言っても、住所の確認にいりますからって言われたら出さないわけにいかないときもあるだろうし...持ってないとサービスをうけられない場面がいろいろあるんだったら、いやでも買わなきゃいけなくなっちゃうんじゃないかな。 

ジューキ：それは... 

ピース：それに最近はいろんなリストを作るのがはやってるんでしょ？防衛庁でも電源地域振興センターでも...っていうよりは、リストを作るのがあたりまえだったことに私たちが気がつかなかっただけかもしれないけど（注２）...政府の人がその気になりさえすれば、私たち１人１人のすることを監視するのは簡単なことじゃない？ 

ジューキ：いやあ、そこまで言われたら心外だなあ。その気になんか、なるわけないじゃないか...あはははは。 

ピース：その気になるかならないか、どうやってわかるの？その気になった人が悪用できるようなシステムなら作らないほうがいいんじゃない？ 

パパ：まあまあ、ピース。その点はパパは国や自治体を信じていいと思うな。防衛庁や原発関係のリストはたしかに問題だが、それは一部の人たちが勝手にやったことだし、何よりパパはごく普通の健全な市民だよ。べつに監視されようとされまいと、やましいことなんかなんにもしてないから、こわいものはないさ。 

ピース：...私、きのう、見ちゃった。 

パパ：へ？何を？ 

ピース：パパがたばこ買うの...パパ、今度こそ禁煙するって約束したのに。ママに言っちゃおうかな？ 

パパ：そ、それは... 

ピース：男に二言はない、きっぱり決心したって言って、うちじゅうの灰皿もライターもみんな捨てたのに、何日もたたないうちにたばこを買ったことがわかったら、ママはどう思うかしら？ 

パパ：そ、それは誤解だっ！たしかにパパは一時の気の迷いでたばこを買ってしまったが、吸ってはいないんだ。ピース、おねがいだよ。 

ピース：...なーんちゃって。えへへ、パパ、ごめんね。おどかして。 

パパ：なんだ、ピース、パパ、あせっちゃったじゃないか。 

ピース：パパが自分は何も悪いことはしてないと思っていても、パパを見てる人はそうは思わないかもしれない。それどころか、パパの行動１つ、情報１つをとりあげて、パパが何か悪いことをしたみたいに話をでっち上げてしまうこともできるよね。 

パパ：そ、そうかな... 

ジューキ：ピースちゃん...いいかい？これは全部君たちのためなんだよ。今は21世紀なんだ。高度情報化社会なんだ。世界最先端のIT国家をめざすことこそ日本の繁栄の道なんだ。君たちはだまって僕についてくればいいんだよ。それがどうして理解できないの？ 

ピース：いくらお金持ちの国に住んでても、自分が誰かに監視されてるんじゃないかっていつも心配するんじゃ、本当に幸せだとは思えないよ。 

パパ：そうだ、ピースの言うとおりだよ。ジューキくん、お引き取りねがおうか。私たちはきみなしでも、いや、きみなしのほうがよほど心安らかに自由に暮らせるよ。 

ジューキ：ははは、悪いけど、そういうわけにはいかないんです。ぼくが８月から働きはじめるってことはすでに法律で決まってるんですから。じゃ、ピースちゃん、おとうさん、近いうちにまた会いましょう。ぼくの活躍を楽しみにしててね。 

-･- ◇ -･- ◇ -･- ◇ -･- ◇ -･- ◇ -･- ◇ -･- ◇ -･- ◇ -･-

ジューキくんは笑いながら帰ってゆきました。あとから気がついたのですが、彼は戦争を準備する装置にも簡単に変身できるんですね。戦争になっても１１桁の番号を、ジューキカードをもっているかどうかによって日本人かどうか区別できる、そして、普段から把握している情報をもとに誰をどのように使うかをすぐ決められる...あれ、ユージくんの出現とジューキくんの８月からの稼動が同じ時期に重なったのはほんとに偶然かしら？ もしかして、一見関係のなさそうにみえるジューキくんとユージくんって、実はお友達？…ママや近所のおじさん、おばさんたちにも「ジューキくんって知ってる？」って聞いてみましたが、今まで新聞やテレビであまり知らされてこなかったせいか、「え、それ、誰？」っていう人が殆どでした。こんな大事なことをみんながよく知らないままに始めてしまっていいのかな？ジューキくんが動き出すまえに、もう１度、みんなでよく話し合って考えてみなくちゃいけないんじゃないかな？ジューキくんが本当に私たちを幸せにしてくれるのかどうか。でも８月５日はもうすぐ。うーん、ピースに何ができるかな？ 

...と悩んでしまったんですけれど、じつは、いくつもの地方自治体が住基ネットの稼動延期を国に要請していることを知りました。最近になってからは福島県矢祭町や東京の国分寺市のように不参加を表明するところも出ています。（これらの動きについての最新情報は「電子自治体情報」の「住基ネットワークの稼動延期をめぐる動き」
http://www.jj-souko.com/elocalgov/contents/c1092.htmlを参照してください[注３
] ）
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
私たち、自分の町や市・府にこの動きに加わるように言いませんか？
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
ジューキがほんとに私たちの生活をよくしてくれるものなのかよく話し合いましょう、それが保証されないかぎり稼動させてはいけないと（注４）。そのためにも稼動延期を国に訴えてくださいって。かんたんでいいのです。私たちの心配をそのまま言葉にして市区町村、そして都道府県の長や議員さんたちに送りましょう。

各地方自治体の連絡先はこちらにあります（→）  http://www2c.biglobe.ne.jp/~ufo/hotline/hotline.html 


=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
そして、なによりもジューキくんの話を１人でも多くの人たちにひろめましょう。
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
私たちの暮らしに大きくかかわる「住基ネット」について、主役である私たちや地方自治体ぬきに物事が決められていくなら、それは本当の民主主義とはいえないと思うのです。

（注１）政府は国会審議で、『住民票コードの利用は法律で限定されている』として、一つの番号で個人情報を一元管理する『国民総背番号制』との違いを強調してきた。だが、今回の動きによって、利用範囲がなし崩し的に広がる恐れが出てきた。（毎日新聞2002年２月25日の記事より）　 （注２）**自民党の国防部会、安全保障調査会などの合同会議が4日午前、党本部で開かれ、防衛庁の個人情報リスト作成問題が取り上げられた。森岡正宏衆院議員が「リストを作るのがなぜ悪いのか。むしろ、なぜ情報が(マスコミに)漏れたのかが問題」と発言すると、出席していた伊藤康成・防衛事務次官は「『漏らしたやつが悪い』というのは、まさにその通りです」と応じた。 (毎日新聞2002年６月５日の記事より)　**　防衛庁の情報公開請求者リスト作成問題で、請求を受け付けた自衛隊の地方連絡部が、請求者の身元などを「応接記録」に詳細に残していたことが３日、衆院決算行政監視委で明らかになった...同様の応接記録の作成は他の複数の省庁もマニュアルで定めていることも判明した。（毎日新聞2002年７月３日の記事より） 　**　経済産業省・資源エネルギー庁の外郭団体「電源地域振興センター」が原子力立地給付金の受け取りを拒否した人のリストを地元自治体に提供していた問題で、給付金制度のある１５道県のうち、北海道や宮城県など９道県が拒否者リストを受け取 っていたことが時事通信の調べで２７日、明らかになった。９道県のうち、リストを給付金の交付確認の目的以外に使用したと答えた自治体はなかったが、リスト中には給付金受け取り拒否の理由に「原発反対」など思想信条に関する記述も存在...同センターから拒否者リストを得ていたのは、北海道、青森、宮城、福島、茨城、新潟、石川、福井、島根の９道県。提供されていなかったのは静岡、滋賀、岡山、愛媛、佐賀、鹿児島の６県で、いずれも拒否者がいないためだった。リストには氏名、住所などが記され、個人を特定できるケースがほとんど。（時事通信2002年6月27日の報道より） 　（注３）** ごく早い時期から住基ネットに対する問題提起をし、離脱を検討してきた杉並区の対応、また、地方自治体に対する「住基」アンケート結果については同じく「電子自治体情報」中の「住民基本台帳ネットワークへの自治体の対応」 http://www.jj-souko.com/elocalgov/contents/c107.html 内に詳しい情報があります。　　（注４）**「住民基本台帳ネットワークのシステムの実施に当たりましては、民間部門をも対象とした個人情報保護に関する法整備を含めたシステムを速やかに整えることが前提であると認識をいたしております。」（小渕恵三首相、99年6月10日衆院地方行政委員会で）　　**　住基ネットの根拠となる改正案の賛否を留保していた公明党は、この首相答弁で賛成に回り、成立した経緯がある…ところが…政府は、個人情報保護法案を提出したことで首相答弁を受けた内閣の責任は果たした、との立場だ。福田康夫官房長官は5月29日、「もとの内閣の総理大臣の国会答弁がその後の内閣の行為を法的に拘束することはない」とも述べている。「それでは小泉答弁もいずれ変わってしまうのか。いつ政権交代が起きたのか。むちゃくちゃな話だ」。5月29日の衆院内閣委員会で、河村たかし氏（民主）は追及したが、小泉純一郎首相は反論しなかった。 （毎日新聞2002年７月２日の記事より） 

http://www.geocities.com/ceasefire_anet/misc/yuji_index.htm

